
18 19

事
業
継
承

技
術
力
強
化

生
産
性
向
上

経
営
管
理

コ
ス
ト
削
減

新
規
事
業
創
出

海
外
展
開

営
業
力
強
化

そ
の
他

18 19

生産管理システム、会計管理システム
( ソフト ) の導入支援と工場の業務効率化
に向けての DX 推進の伴走支援 秋田県大仙市
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MEP 株式会社

電子機器／医療機器等あらゆる業界の精
密板金・製缶筐体の加工から組立までの
一貫生産

外資系 IT 企業で基幹業務システムの導入・運用保守
プロジェクトを多数経験した後、コンサルティング
ファームで製造業向け業務改革・改善に従事してき
ました。このことから、ミッションである受注変動
に柔軟に対応できる生産手法の確立に向け、AI を活
用した需要予測というこれまでの経験やスキルを活
かすことができると考えました。

江塚氏には直接工場に出向いて頂き、各部署への
ヒアリングの実施、DX 推進のために不可欠な業務
プロセスの見直しやデジタル化に向けたアドバイ
スをお願いしております。江塚氏は常々、DX は

「それまで行ってきた旧来の方法を単に機械化すれ
ばよい」というものはではないと強く主張します。
システム導入に際しては、「そのシステムで生産管
理をどうしたいか」と、「日常の PDCA サイクルが
大事」と。成果が今から楽しみです。

秋田県の行政とのつながりは、当社においてはきって
もきれない関係にあります。企業間の取引斡旋、サー
ビスの提供、人材紹介等々、県と企業間の連携は今ま
でも多くの成果をもたらしました。そして今回は悲願
であった優秀な外部人材とのつながりがプロ拠点様を
通し叶えられました。今回のミッションを通じて、業
務最適化を図り、生産性向上と同時に働きやすい職場
環境に努めてまいります。江塚氏には、目的を達成す
るまでは、契約延長する旨も話しております。学歴も
あり優秀な江塚氏とは、当方の 10 年先までの中期経
営計画にも参画頂く予定です。

中小企業向け IT コンサルティング、独立開業主な経歴：
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金属加工の溶接技術を売りとしてスタートした当社は、受注から出荷までの管理を自前の生産管理システムと
管理監督者の属人的な管理手法に依存してきました。納期が間に合うのかどうか、価格が見合っているのかど
うかはデータとしての裏付けに乏しく、常々生産能力以上の受注は一部のメンバーの経験と勘による生産調整
に依存しておりました。プロ拠点様からは、これでは町工場的な領域から脱却できず、明確な生産能力基準を
作り上げることこそが企業存続の必要条件ですね、とアドバイスを頂きました。日本が人口減少、高齢化で事
業継承も難しい局面が到来することを考えれば、工場のスマート化が必須となります。工場の DX 化により属
人的な管理から脱却し、高利益体質化を目指していきたいと考えております。

人材募集難と生産性向上による利益創出を、工場の DX 化で解決

近年、当社では長期ビジョンの１つとして DX 推進を掲げ、AI 活用によるデータ分析や業務の効率化を通じ、
社内の知的資産を活用した新しい生産手法の確立や新規事業開発の方向性を模索しておりました。
そこで取組のスタートとして、会社全体でスピード感を持って DX 推進をするべく、AI 活用の知見のある人材
を探索していたところ、AI を活用した需要予測、自動シフト作成、在庫生産管理等々、豊富な実績を持つ江塚
氏との業務提携に至りました。見積・受注・材料手配・工程進捗・出荷まで一元管理し、携帯端末によるデー
タ入力、図面管理と画像データの一元化で全製造工程の見える化を確立、さらに生産性向上により内製化率を
高めて頂くことが取り組みの最終目標となりました。

新システム導入による受注変動に柔軟に対応した生産効率の最大化

工場の DX 化は、①江塚氏との業務提携② DX 推進室の組閣③新生産管理システムの導入④データ構築・分析
⑤業務改革の手順で行います。念願の新生産管理システムは、先般の「国のものづくり補助金」で採択が決定
し導入いたしました。ここから数年かけて、データ分析の上で” ムダを排除” し” 工場のデジタル化” を実現
します。江塚氏には既に、全社員にむけて、研修会を実施、「高品質」「短納期」「最適コスト」を実現する生
産体制の業務改革について研修を行って頂きました。工程管理の可視化で短納期実現、原価管理の可視化で最
適コストの提供、結果、高品質をお客様へ提供することが可能になります。江塚氏の今後の活躍に期待してお
ります。

プロ人材業務提携のタイミングで、DX 推進室を組閣

大森 富重 氏


